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インド洋㊧太平洋プレｰト境界海域における

島弧㊥海溝系の地質講造に関する研究(IPPBAS計画)

本座栄一(海洋地質部)･亙P鵬ASグルｰプ*

EiichiHoΨA

はじめに

本研究は科学技術庁科学技術振興調整費に基ずく国際

共同研究として昭穐56年度から開始され昭和56･57

年度の2年間を事前調査および調査機器の開発･整備に

あて昭和58年度からニュｰブリテン海溝トンガ海

溝スンダ海溝の調査を順次3年間で実施したもので

IPPBAS(IndianPacificP1eteBoundaryArcStudy)計

画と呼んでいる.昨年367号で本計画の概要と昭和58年

度のニュｰブリテン海溝を含むソロモン海の調査を紹介

した.ここでは昭和59年度に実施されたトンガ島弧･海

溝域の調査を紹介しよう.

調査項目は前年度と同様に以下の項目から成っている

1音響測深器による地形調葦.

2マルチチャンネル及びシングルチャンネル音波探査

による地質構造の調査.

3ソノブイによる屈折法探査.

4プ厚トソマグネトメｰタｰによる地磁気探査.
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�

ヒｰトフロｰメｰタｰによる海底地殻熱流量測定.

ピストンコァラグラビテイコアラによる柱状試料

採取.

ドレッジによる底質採取.

フリｰフォｰルカメラ･グラブによる海底撮映と底

質採取.

写真一1トンガの首都ヌクアロファにおけるプレグルｰズミ

ｰテング右奥席からD.Ti丘in(SOPAC)D.

Tappin(トンガ)G,Packham(豪,後･立)

K.Lawis(NZ,手前･立)値崎光旗(後向)の

諸氏

本調査への日本からの参加機関は地質調査所の他に

国立防災センタｰと海洋科学技術センタｰである.前2

者は昭和58年度も参加したカミ後者は昭和59年度から参

加している.

本調査に先だって昭和59年3月にトンガの首都ヌクア

ロファでブレグルｰズ会議が開かれた(写真1～4).会

議に参加したのは日本トンガオｰストラリアニュ

ｰジランドCCOP/SOPAC事務局である.この会議

で調査海域の地学的間題点の討議から調査スケジュｰル

の作成乗船研究者の各国毎の割りあて当事国の支援体

制等の討議がありその結果2案作られた.

ニュｰジランドは当初海洋研究所の調査船｢タンガ

ロア｣が共同で調査にあたるスケジュｰルを考えてい

写真一2プレグルｰズミｰティ:■グの開かれたDate工ine

Hote1(ヌクア回ファ)この種のミｰティングはト

ンガでは初めてのこと

*宮崎光旗1〕奥田義久2)玉木賢策3)上嶋正人2)横倉隆伸1〕棚橋学2)村上文敏男)岸本清行2〕

3)現在東京大学海洋研究所

1)物理探査部2)海洋地質部
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た.しかしたがら前年の12月にキｰルの破損という

重大事故に遭いrタンガロア｣を廃船と畦ざるを得友

くたった.ニュｰジランドでは他の船を例えば水路

部の調査船等をチャｰタｰすべく努力しているとのこと

であった.rなつしま｣が音波探査等の航走観測を主体

としニュｰジランドの船がサンプリング海底地震計

の設置回収を行うという計画である.さらにニュｰジ

ランド沿岸に数ケ所の臨時地震観測網も設置するという

構想でありニュｰジランドは国を挙げて本計画にとり

組む体制を考えていた.船がチャｰタｰできるかどう

か2ケ月後サこ決定されるとのことである.

会議ではニュｰジランドの調査船が参加する場合に

はニュｰジランド北方海域からトンガ南方海域を調査

しニュｰジランドの調査船が参加できずrなつしま｣

単独の時はトンガ北方海域を調査するということにし

た.これはトンガの強い意向によるものである.つ

まりトンガ市域をUSGSらカミ中心.となったTRIPER-

TITE計画で調査するためIPPBAS計画には北域を調

査Lてほしいという考えである.一方ニュｰジランド

としては調査船を参加させ地震観測網の設置も計画し

ていることから自国周辺海域を含めた地域の調査を希

望Lた.以上のような状況からトンガ北域の調香とト

ンガ市域からニュｰジランド周辺域の調査の2案作り

ニュｰジランドの決定を待つこととなった.

トンガ王国でこの種の会議カミ開かれるのは初めてとの

ことで担当の国土調査資源省の総局長の他に大蔵省官

房等の多くの方六が出席し熱心に討議に参加した.

5月にたりニュｰジランドから調査船の参加が不可能

にたったとの連絡が入りトンガ北域での調査が自動的

に決定した.トンガ北域の調査案にはラウ海盆フィ

ｰジｰ海域の調査が含まれている.

第1表トンガ島弧及び周辺海域調査航海経過表

昭和60年

10月29日追浜出港

11月14日スバ寄港各国研究者乗船

フィｰジｰラウトンガ海域調査

11月26日一27日ババウ寄港

トンガラウフィｰジｰ海域後半調査

12月13日一15日スバ寄港各国研究者下船

12月30日追浜帰港

トンガ･ラウ･フィｰジｰ海域の調査航海

昭和59年10月29目一12月30目の63日間にわたり前年

度と同様に海洋科学技術センタｰ所管の潜水支援船｢た

つしま｣(1,530総トン)を使用して調査カミ実施された(第

1表).

追浜の海洋科学技術センタｰの専門岸壁を離れたrた

つしまは｣日本側の大都分の研究老を乗せて南太平洋の

島々から成るフィｰジｰの首都スバ港を目ざして出港

した.スバで各国の研究者全てカミ乗船L調査航海に

向う予定である1今回の乗船研究老は日本からは地質

調査所5名国立防災センタｰ3名海洋科学技術セン

タｰ4名の計12名ニュｰジランド2名オｰストラリ

ア2名トンガ2名フィｰジｰ1名園違関連機関の

CCOP/SOPAC事務局1名計22名であった(第2表

写真5).

スバのCCOP/SOPAC事務局で皆と顔を合せrな

つしま｣の到着までに乗船前の最終打合せを行ったCC･

OP/SOPAC事務局はフィｰジｰ政府の鉱物資源局の一

隅を間借りして建物カミたっている(写真6).鉱物資源

局の局長は数年前までDr.RomRICHMONDというイ

ンド系のフィｰジｰ人であったが現在は欧州から数年

交替でやってくる.南太平洋諸国のたかで実質的な仕

写真一3ヌクアロファにあるトンガ国土調査天然資源省が入っ

ている建物

1987年3月号

写真一4ヌクアロファのトンガ王宮�
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第2表

トンガ島弧及び周辺海域調査航海乗船研究者

一

�本座栄一�地質調査所�共同主席研究員�

�宮崎光旗�〃�音波探査･磁気探査�

日�奥田義久�〃�〃�

�横倉隆伸�〃�〃�

�上嶋正人�〃�ヒｰトフロｰ･採泥･磁気�

�藤縄幸雄�国立防災セソタｰ�海底地震計�

�江口孝雄�〃�〃�

�笹沼武二�海洋生物研究所�〃�

�門馬大和�海洋科学技術セソタｰ�深海曳航�

本�田中武男�〃�〃�

�土屋敏夫�〃�〃�

�柴田桂�〃�〃�

NZ�KEITHLEWIS�NZ海洋研究所�共同主席研究員�

�BRUCEHAYWARD�NZ地質調査所�有孔虫�

トソガ�FUKAKITEKEI'AH0�トンガ国土調査資源省�音波探査�

�DAVIDTAPPIN�〃�〃�11月26日

����ババウ下船

�SAMIRSHAFIK�鉱山資源局�ナソノ微化石�

豪�CHRISTOPHERJENKINS�シドニｰ大学�堆積岩�

�TREVORFALLOON�タスマニア大学�火成岩�

フイｰジｰ�AMBIKAPRASAD�鉱物資源局�観測機器�

国連�DONTIFFIN�CCOP/SOPAC�音波探査�

下船

事ができる地質調査所長たいし鉱物資源局長にあたる人

カミその国の人であるというところはフィｰジｰのみであ

った.フィｰジｰは南太平洋のハワイといわれるくら

い南太平洋諸国の中心的存在である.CCOP/SOP-

AC事務局には何回か訪れているがその度に南太平洋

に関する新しい情報が入り又世界的石油会杜の幹部

国連機関の人達先進国の海洋地学関係の研究老等に合

写真一5

NAT84の乗船研究者一同ババウ港入口にてトソガ

のD.Tappinはここで下船の予定たるも前夜飲み過

ぎて起きられず写真撮映に欠席

うことも多い.

今回の調査の共同主席研究員はニュｰジラソド海洋研

究所のDrlKeithLEwIsである.前年度のソロモソ

海の調査にはオｰストラリアから共同主席研究員がでた

が今年度はニュｰジラソドからでありこの件は前年

度のCCOP/SDPAC事務局との討議を経て確定してい

たため大きたトラブルにたらずに決定されていた.

予定どおり目本を出港したrなつLま｣は途中目本

周辺で荒天にみまわれスバヘは1日遅れで入港した.

写真一6

フィｰジｰのスバにあるCCOP/SOPAC事務局一

フィｰジｰ鉱物資源局の1画に聞借りしている

地質ニュｰス391号�
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調査海域が広域にわたり日程の調整が困難であったた

め船長はじめ乗組員の皆様に無理をお願しその目の夕

刻出港することにたった.この種の国際共同研究の場

合事前の各国間の討議で取り決めた各国周辺海域の調

査目数調査項目目本側各研究機関の割あて日数等が

1987年3月号

からみ時には日程からみて厳しい調査とたることが多

い.これらを調整するのが私達の役目であるが時と

して困難たこともある.今回の場合目本周辺海域の海

況カミ特に悪く日本との往復の日数がそれぞれ1日ずつ

不足していたようである.調査終了後のスバから日本�
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ラウ海盆の拡大軸に関する幾つかの考え方
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への回航時にも帰港が予定より1日遅れるという結果

にたった.日本に近ずくまで予定より1目半早く進ん

できたがあっという間に遅れていき2日余計にかか

ってしまった.日本周辺の海況が特に冬期には全く

予断をゆるさない状況とたることが身にしみて感じられ

るところである.

11月14日夕刻にスバを出港し直ちに港の沖合いから

マルチチャンネル音波探査が開始される(第1図).フィ

ｰジｰの首都のあるビチレブ島の南沖に沿って重力の負

異常があり厚い堆積層が分布することが推定されてい

るがその探査をフィｰジｰが要請してきているためで

ある.沿岸浅海域の石油資源等のポテンシャルを推定

する目安にもたるわけである.フィｰジｰ市域から東ヘ

シソグルチャンネル音波探査を行いラウ海嶺を横切り

ラウ海盆中央域で音波探査を停止し国立防災センタｰ

による海底地震計(OBS)の設置海洋科学技術センタ

ｰによる深海曳航によるサイドスキャンとTV観測を行

う.

�

�
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これらの観測及び作業を終了しラウ海盆を横断して

トンガ島弧方向に行き始めた時それまで拡大軸と考え

ていたところのさらに東側に堆積層の全くたい新しい

谷地形カミ見つかり文献等で以前に考えていた拡大軸よ

り幾分東側に存在する可能性が強くなった･短かい調

査期問に効率の良い調査を望むため参考資料を活用し

て調査スケジュｰルを決める.従って参考資料赤不

確かな時は独自の概査を実施してから観測機器の設置点

を決める方が良い場合もあり今回のケｰスはこれにあ

てはまるようである.事実ラウ海盆の拡大軸に関して

は幾つかの可能性が考えられている(第2図).

トンガ島弧を横断するマルチチャンネル音波探査を実

施しその帰路をサンプリングとヒｰトフロｰ測定にあ

てる.トンガ島弧北域には火山性堆積層が多くヒｰ

トフロｰ測定は困難をきわめた.｢なつしま｣によるこ

の種の地学調査は昨年のソロモン海の調査に次いで2回

目であり乗組員の方六も手馴れ困難た仕事もテキバ

キとこたしていっている(写真一7.12).

地質ニュｰス391号�



島弧･海溝系の地質構造

一15一

写真一7

ピストンコアラの投入作業

写真一8

ピストンコアラの揚収作業前年に続いて2年目の

ため乗組員の諸氏も馴れて投入･揚収もスムｰズ

にいく

写真一9

ドレヅジの補修作業

この後ドレヅジの開始

写真一10

マルチチャソネノレ音波探査のハイド目ホソの補

修作業鮫の被害には毎回泣かされる

写真一11

ソノブイの投下をするトンガのF.Kitekei色ho

ハイド回ホソにからまないよう遠くに投げなげ

れほならな:い

写真一12月初めのブリッジにある金比羅さんへのお参り

手すきの者全員でお参りしその後お供えの御神

酒で航海の無事を祈って乾杯

1987年3月号�
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写真一13ババウ港の埠頭見学の女生徒が朝早くに集まり

始めている

写真一14無償供与の高校建設のため国際協力事業団から派

遣されている建設会社の方々ババウ港於て

前半の調査を終了しトンガプラットフォｰム北端の

ババウ島に入港する.ババウ島は天然の良港であり

最近は大き恋岸壁も作られ｢なつしま｣の接岸も可能

とたっている(写真一13).岸壁には今回の調査のトンガ

側責任者の国土調査資源省のシオソヌ･トソギラバ総局

長はじめ国会議員市長等の方々が出迎え同時にフ

ィｰジｰで要請をうけていた地元の中･高校生が見学の

ため多勢で出迎え早朝まで調査を行い眠ぼけまなこ

の私達を驚かせ感激させた.昼は乗船研究者乗組

員全員を海辺のリゾｰト地での昼食会へ招待していただ

き地元の学校の文先生方ミス･トンガといった方々

の接待歓迎の挨拶返礼食事その後のタソスと音

楽に皆心ゆくまで楽しませていただいた.その夜は

返礼のレセプツヨンを｢たつしま｣で開き多くの招待

者でにぎわった.

ババウ島には椰子のプランテｰション以外にこれとい

った産業カミたいカミかわりに底ぬけに明るくのんびり

とした人次が住んでいる.今回の調査に参加したオｰ

ストラリアの1研究者はババウ島へ休暇をとってかた

らず来ると言い人工的なものが少くあり余るほどの

自然に埋れているところが良いと感激していた.現在

国際協力事業団による無償供与の高校の建設が日本人の

手で進められている(写真一14).

翌日後半の調査へと出港しトンガ島弧の背陸域を

北へと縦断してマルチチャンネル音波探査を行いトン

ガ海溝北端域でのドレッジを行った(写真一15).縦断測

線はトンガの要請によるものである.トンガ島弧北端

域には幾つかの火山島がありその中で大きな島が2島

ある(写真一16).島カミ見えるところではレｰダｰでも位

置がとれるわげであるカミレｰダｰで得られた島からの

位置とGPSとNNSS(両方とも衛星航法)で得られた位

置に1～2マイルの系統的ずれがあった.日本でこのよ

う在ずれがわかると大きな話題となるがトンガの島々

写真一15トンガ海溝北端域で採取されたドレッジサンプル

写真一16トンガ島弧北端域の火山島右奥との2島とも海

図上の位置が少しずつ違っている

地質ニュｰス391号�
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加帯がみられず又内側海溝斜面には新期堆積層もみられたい
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トンガ海嶺

チ仰

トソガ海溝には海溝付
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垂直な破砕面

の人冷には海図上の少々のずれは気にしない大ら

かさと平和なくらしカミある.

再びトソガ島弧を横断しラウ海盆に向ったヵミ

トソガ背弧とラウ海盆の境界域に顕著な海嶺と舟

盆が一対トソガ島弧北域に沿って発達している

のが確認されrなつしま海嶺｣とrたつしま舟

盆｣と命名された.

ラウ海盆からラウ海嶺北端を横断してフィｰジ

ｰのスバ港まで1ケ月の航海で多大の成果をあ

げて戻った.スバでレセプツヨソを開いたカミ

�

目本大使館の吉田喜久夫大使はじめ各国大使フ

ィｰジｰ商工大臣CCOP/SOPACMAT0s事

務局長等多くの方々ヵミ来られ盛大に開かれた.
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一＼粗粒層一脈が少ない

＼頁岩質砂層一脈が多い･
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節理

得られた資料

音波探査測線は2421海里に及びそのうちマル

チチャソネル音波探査測線カミ712海里である.

これらには音測とプロトソ磁力計による磁気異常

探査が含まれる.採泥等の観測点は34地点であ

りドレッジ12地点柱状試料8地点(うちピスト

ソコアリソグ4点グラビティコアリソグ4点ヒｰト

フ目一測定8点)フリｰフォｰルカメラ･グラブ

はこれらと重複して17地点であった.この他に

地質調査所以外の海底地震計9地点深海曳航用

トラソスポソダｰ地点3点がある.

滑石シｰト

引き延ばさ

れた蛇紋岩

/;1糠申.
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･直な

破砕面

B暗色蛇紋岩片

白色炭酸塩岩脈
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第4図脱水脈のみられる砂岩(A)と断層による破砕のみられる蛇紋

岩(JENKINS,1985)
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本座栄一｣PPBASグルｰブ

おもな成果

数多くの海洋地学に関する情報が得られた

が現在各国の研究者により詳細な検討が行

われている.航海前の合意事項に基ずいて

トンガからクルｰズレポｰトが刊行されてい

る.ニュｰジラソドヵミ支援して作成してい

るがトンガの資源調査報告書第1号とし

て国土調査資源省から刊行されている.

トンガにおけるこの種の報告書の第1号とな

ったわけである.
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トンガ海溝

�

�

''『

〳に�

�㌀

〃.'ザ'

卅乗

�

�

ここで主た調査結果について述べてみよ

う.

1トンガ海嶺の堆積層は1～1.5秒位の厚

さであり背弧域で幾分厚い傾向カミみられる

(第3図).

2トンガ海溝には海溝付加帯が形成されて

いたい.又内側海溝斜面には新期堆積

層がほとんどみられず中新統砂岩等カミ露出S

Lている.採取した砂岩には脱水作用に

�

よる小派もみられる(第4図).

3トンガ海溝北端の海溝カミ西へ回り込んで3

いるところの上部大陸斜面には海溝と平行4

な地溝を形成する断層カミみられる.この5

断層が海溝北端の擁曲に関連して形成され

たとするとその運動は現在も引続いて起

っていることカミ伺われる(第5図).

4今回のドレツジ等による基盤岩の採取結

果からトンガ島弧北域には5-6段階の構

成物カミ見い出された.すなわち最上位

の堆積層と火山岩鮮新世から更新世初期の砂岩マ

ｰル火砕質岩中新世中期から鮮新世初期の火砕質

石灰質岩中新世中期以前の火山岩火砕質岩始新

世後期の火山岩基盤となる花嵩岩蛇紋岩等である

(第6図).
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5トンガ島弧北端域には島弧の基盤を構成する花開岩

等が露出している.圧砕をうけた蛇紋岩もみられト

ンガ海溝がラウ海盆の拡大で東へ移動しその北限が

フィｰジｰ北方へ延長されるトランスフォｰム断層へ

と漸移Lていることを証明する1つの事実であると解

される.

6トンガ島弧背孤域のラウ海盆との境界域に海嶺と舟

盆が発達Lている.この伸長方向からこの海嶺･

舟盆を挟んで東側の海盆とラウ海盆は異った生い立

ちを持つ可能性が考えられる.

し28

030k而

第5図トンガ海溝北端域の音波探査断面図

�

7ラウ海盆の海底地形は起伏に富み若い海洋地殻か

ら成ることを示している.拡大軸付近には堆積がみ

られず東西に離れると堆積層が厚くたっていく.

8ラウ海盆西縁のラウ海嶺には1秒以上の厚い堆積層

がみられる.これはラウ海嶺が大洋申に火山活動で

形成されたものではなく堆積物を供給する広範な後

背地カミ過去に存在Lたことを示している.

9フィｰジｰのピチレブ島南岸に沿って2.5秒の堆積

岩及びその下位にも不整合で堆積岩カミみられる.

あとがき

今回の調査も前回と同様に数多くの方六の助力と協力

をいただいている.日本及び南太平洋諸国の合計10幾

つかの機関の理解と協力の上に成立った調査とその成果

であり研究者一同関連諸氏に深甚の謝意を捧げる.
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第6図ドレッジサンプルの層序と対比(JENKINS,1985)
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